








　携帯電話などのショップ営業と法人営
業を事業の二本柱とする独立系のⅠCT
サービスプロバイダーです。日本全国にモ
バイルショップを展開すると共に、法人営

業では携帯通信のほか各種通信設備機器、情報通信インフラ、コ
ンテンツを組み合わせ、最適なシステムの構築・運営サービスを行
う情報通信のトータルコーディネーターとして成長し続けています。

会社の強み・社風

株式会社コスモネット

［東京本社］〒105-0004 東京都港区新橋2-6-2 新橋アイマークビル10F
TEL  03-6550-8142　　URL https://www.cosmonet.ne.jp/ E-mail cnc_saiyo@cosmonet.ne.jp ［京都本社］〒604-8153 京都市中京区烏丸通四条上る笋町689 京都御幸ビル6F

全国展開しているICTサービスプロバイダーだから成長・挑戦できる！ 「その先にあるサービス」を目指す

会
社
情
報

●基幹事業  ⅠCTサービスプロバイダー事業、情報通信
システム事業、企業向けソリューション事業

●代 表 者 三上 明
●設　　立 1991年（平成3年）
●資 本 金 1億円
●従業員数　2,094人

問
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せ
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先輩からのメッセージ仕事紹介

ショップ事業では、店長やチームリーダー、グ
ループリーダー。法人営業では、主任やユニット
リーダーなど、段階的に成長することができます。

キ
ャ
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ア

ス
テ
ッ
プ

　携帯ショップの販売員に
憧れを抱いており、当社への
入社を決意しました。
　ショップスタッフとして
店舗へ配属となり、上司や先
輩スタッフからの指導・サ
ポートのもと仕事に向き合

い、その結果としてお客様か
ら感謝の気持ちをいただい
た時にとてもやりがいを感
じました。
　社内制度として、福利厚生
などの制度も充実している
ところが当社の魅力です。

　ご来店いただいたお
客様へ携帯電話やサー
ビスの提案・販売を行う
「ショップ事業」では、お客
様にていねいにヒアリン
グし、最適な端末とプラン

やサービスを提案する仕
事です。「法人向け営業」
では、情報通信を軸とし
て業務用携帯電話のプラ
ンなどの幅広いソリュー
ションを提供します。

小橋 実那子さん
所属 ショップ事業
平成25年4月入社
長崎・私立
長崎女子商業高等学校出身

お客様と誠心誠意向き合い
最適な商品・サービスを提供する
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官民協働事業

2025年6月27日（金）

第75号

の三要素に❶語学力・コミ
ュニケーション能力❷主体
性・積極性、チャレンジ精
神、協調性・柔軟性、責任
感・使命感❸異文化に対す
る理解と日本人としてのア
イデンティティーが示され
ました。グローバル人材を
ごくシンプルに考えれば、
日本であろうと海外であろ
うと、働く場所や生きる場
所を問わず、世界のさまざ
まな国々や異文化を客観的
に見て理解した上で、他者
と上手に付き合っていくイ
メージでしょうか。
実際に「トビタテ！留学
JAPAN」のもと、プログ
ラムを経て社会に踏み出し
たみなさまの多くは、例え
ば官公庁をはじめ、JICA
や JETRO、JAXAといっ
た政府機関、教育機関、民
間企業、起業家など、多岐
に渡って活躍しています。

海外で深める探究の「問い」
留学計画を自ら立案して応募

「新・日本代表プログラ

官民協働の海外留学支援制度
日本人留学生50万人を目指す

留学促進キャンペーン
「トビタテ！留学 JAPAN」
の枠組みで、海外に留学す
る日本の若者を増やすため
のフラッグシップ事業とし
て、平成 26（2014）年か
ら始動した海外留学制度が
「日本代表プログラム」で
す。令和 5（2023）年に公
表された教育未来創造会議
の第二次提言では、令和
15（33）年までに日本人
学生の海外留学者数を全体
で 50 万人にまで引き上げ
る目標が掲げられました。
数だけを追うのではなく質
を高める体制の整備が求め
られています。
平成 25（13）年度から
令和 4（22）年度まで、「ト
ビタテ！留学 JAPAN」で
は「第 1ステージ」として、
約 9,500 人の若者を採択
しました。さらに、令和 5
（23）年度から令和 9（27）
年度までの 5年間は「第 2
ステージ」として、留学機

ム」は、毎年秋に募集を開
始します。募集要項公開後
は、説明会の場を設けるよ
うにしています。高校生に
向けては、全国で説明会を
行い、かつオンラインでも
動画を配信します。
第一段階の締め切りは、
高校生が翌年の 1月、大学
生が同 2月です。ただし、
高校を通じて応募の手続き
をするシステムとなってい
るため、新・高校一年生は
その時点では中学三年生で
すから応募が難しいかもし
れません。その場合は例外
として、特別に 4月に締め
切りを設けています。その
第一段階の締め切り後、書
面審査・面接審査を経て、
春頃に採否の結果を通達し
ます。高校生は 6月、大学
生は7月に壮行会が開催さ
れる段取りです。
ただし、「トビタテ！留
学 JAPAN 新・日本代表
プログラム」への応募は、
単純に申し込むだけでは成
り立たないのが大きな特徴
です。高校生は「探究」、
大学生は「実践活動」とい
う自分なりのテーマを持っ
た留学先の現地社会と直接
関わる計画を示さなければ
なりません。
最近では高校現場で「総
合的な探究の時間」を活用
した取り組みが定着してき
た印象があります。一方、
海外留学中に行う探究活動
の「問い」について難しく
捉えてしまい、テーマを決
めあぐねてしまう応募者も
少なくありません。
そのような方にご覧いた
だきたいのが、「トビタテ！
留学 JAPAN」公式サイト
内の『留学大図鑑』です。
2,300 人以上の先輩留学生
の体験談を検索することが
できます。例えば「環境」
に興味があれば、キーワー
ド検索することで、多様な
切り口があることが実感で
きるでしょう。ご自身の留
学計画の立案にぜひ参考に
してください。

社会的な課題解決を模索
つながるコミュニティに育てる

原則として、全員の参加
が必須の事前・事後研修に
重きを置いています。「ト
ビタテ！留学JAPAN」は、
単純に奨学金を支給して留
学先に送り出して終わりと

いう趣旨のものではありま
せん。これまで一万人以上
の若者を送り出しており、
その一万人以上の若者がコ
ミュニティをつくり、つな
がり合うことが大事だと考
えているのです。多様な人
材が一つのことに共に取り
組むことで生まれる相乗効
果を期待しています。
留学先に送り出すのは高
校生は 7月以降順次、大学
生は 8月以降順次で、各自
の留学計画のタイミングで
飛び立っていきます。留学
期間は高校生では 14 日間
が最短、大学生では 28 日
間が最短のため、帰国の時
期も特に一致しません。帰
国後は随時、自分に合った
タイミングで事後研修に参
加します。
この研修では、彼ら・彼
女らが会って交流する時間
を大切にしています。失敗
談も含めて話し合ってお互
いに仲良くなり、情報交換
するなどの交流が生まれて
います。
留学に送り出した後、世
界や日本の課題解決ができ
るようなコミュニティに育
てていくことを目指してい
ます。それにより、日本を
元気にして、社会や世界に
貢献することを「トビタ
テ！留学JAPAN」のゴー
ルと位置づけています。

留学先は世界中に広がる
原資は企業等からの寄附金

留学先については、高校
生の場合は、最も多いのは
北米、ヨーロッパです。次
いで、治安が良く親日的で、
時差も小さいオセアニアの
人気が相対的に高くなって
います。また、アジアも人
気があります。
採用された生徒の傾向を
見ると、教員や高校が背中
を押してくれるか否かも大
きいようです。応募の際に
は、生徒本人が自分なりの
探究テーマをもとにした留
学計画を立て、自己アピー
ル等と合わせてまとめた
「留学計画書」を作成し提
出する必要があります。こ
れが一つの関門になってい
る分、生徒を支える教員の
影響力はやはり大きいので
しょう。
運営面では「トビタテ！
留学 JAPAN」は企業、団
体、個人からの寄附金で成

り立っています。寄附金は、
「トビタテ！留学 JAPAN」
プロジェクトの運営全般に
活用しています。

海外留学は「草の根の外交」
10～20代こそ大きな意義が

パスポートを保有してい
る日本人は約 17% に過ぎ
ません。ビザ（査証）なし
で入国できる国が多く、「世
界最強のパスポート」の一
つと言われているにも関わ
らず、約 6人に一人しか持
っていない計算になりま
す。ここをもう少しなんと
かしたい。
留学とは草の根の外交だ
と思います。10 ～ 20 代の
海外での異文化体験は刺激
と感動の連続で、大きな意
味があると感じます。
やはり私たち大人がいま
生きている社会と、いまの
10 代の若者たちがこれか
ら生きていく社会は同じで
はありません。その変化に
耐え得る力を身につけさせ
ることが、大人が若者にで
きる最大の支援ではないか
と考えています。そのため
には、予測不可能な状況に
身を置いて「もがく」とい
う経験が必要ではないでし
ょうか。留学は、まさにそ
のような体験に満ちていま
す。高校の先生方には、生
徒に留学を勧めていただき
たいと思います。
高校生のみなさんにお伝
えしたいのは、やりたいこ
とがあるなら、しっかり実
現していただきたいという
ことです。高校生でも大人
顔負けの活動をしている人
もいます。時間がないから
とあきらめず、もし海外に
行ってみたいという思いが
あるのなら、選択肢の一つ
として「トビタテ！留学
JAPAN 新・日本代表プロ
グラム」をぜひ加えていた
だき、チャレンジして欲し
いと思います。

　「トビタテ！留学 JAPAN」は、文部科学省が
2013（平成 25）年に開始した官民協働のもと
社会総がかりで取り組む留学促進キャンペー
ンだ。高校生・大学生の留学を返済不要の奨
学金の支給で後押しするもので、原資は企業・
団体・個人からの寄附金で成り立っている。
　文部科学省「トビタテ！留学 JAPAN」の広
報・マーケティングチームリーダーとして事
業を牽引する西川朋子氏に、その内容や「総
合的な探究の時間」との関わり等について紹
介していただいた。

運の再醸成に
努めていま
す。留学制度
の名称も令和
5（23）年度
から「新・日
本代表プログ
ラム」と改め、
新たな 〝グロ
ーバルリーダ
ー〞 の輩出を
目指している
ところです。
日本政府に
よって、平成
23（11）年 に
開催された
「グローバル
人材育成推進
会議」では、
グローバル人
材の育成と活
用に関する方
針がまとめら
れ、グローバ
ル人材として

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」

広
報
・
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テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー

西
川

朋
子
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官民協働で〝グローバルリーダー〞を育成し、日本の未来につなぐ官民協働で〝グローバルリーダー〞を育成し、日本の未来につなぐ

のフラッグシップ事業
新・日本代表プログラムで日本の若者を世界に派遣文部科学省

官民協働海外留学官民協働海外留学官民協働海外留学
創出プロジェクト創出プロジェクト創出プロジェクト

トビタテ！トビタテ！留学JAPAN留学JAPAN



三菱重工業株式会社（長崎）

　当社は、「自ら社会や
お客様の課題やニーズ
を見つけ出し、価値を
提供する」企業です。モ
ノをつくるだけではな
く、使うことによって得
られる付加価値をいか
に提供できるか。技術

や複数の事業を横断的
に組み合わせ、提供で
きるソリューションの
幅を広げています。

〒850-8610 長崎市飽の浦町1-1
TEL 095-828-4121
URL https://www.mhi.com/jp

陸、海、空、そして宇宙へ

会社の強み・社風

会
社
情
報

●基幹事業  エナジー・プラント・インフラ・物
流・冷熱・航空・防衛・宇宙など

●設　　立 1950年（昭和25年）
●資 本 金 2,656億円
●従業員数 連結：77,778人　単独：22,375人

大学新聞社
〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24
TEL  03-5925-1668

お問い
合わせ

多様な国籍のコラボレーションで生産性を高める！

外国人材
採用活用

ポイントとヒント

採用活用&&

　目の前に突きつけら
れた「少子高齢化」と「人
口減少」―。今後大き
な変容を余儀なくされ
る「日本社会」の中で、経
済規模を維持し、さらな
る成長を図るためには！
「日本の未来」に対する
示唆と提言が話題!!

ライセンスアカデミー
〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24
TEL  03-5925-1656

お問い
合わせ

「沖縄県の仕事」再発見
▲最新刊（2026年度版）

沖縄県内の高校生の進路事情と共に、沖縄からの進
学者を大歓迎する注目の学校や高校新卒就職志望
者のスケジュールなどを紹介。希望の進路を実現し
た先輩からのメッセージなど、沖縄県に在住する高
校生のみなさん必読のエリア別進路情報誌です。

沖縄県の高校生に最新の進路情報を！

沖縄県から未来へ羽ばたこう!!

先輩たちの
進学・就職成功体験談

巻頭特集

沖縄県内高校生の
就職事情・採用環境

のの のためののための高校生高校生
進路応援 2020202626BOOK

株式
会社ENEOSウイング 九州支店

　共に汗をかき、共に涙を流
すことのできる仲間との『つ
ながり』をエネルギーにして、
互いに高め合い、前進し続
けます。日々お客様に向き合
う仕事ですが、仲間同士が
つながっていなければお客
様に共感していただける仕

事はできません。部署の枠
を越えて問題点を共有し、よ
り良いサービスが実現できる
環境を作り上げていきます。

〒812-0027 福岡市博多区下川端町2-1
TEL  092-282-4560
URL https://www.eneos-wing.co.jp/

〝つながり〞をエネルギーにする

会社の強み・社風

会
社
情
報

●基幹事業  石油製品、自動車用品、保険の販
売、オートリース、車検整備

●設　　立 1951年（昭和26年）
●資 本 金 1億円
●従業員数 5,063人

 博多港運株式会社

　当社は博多湾の総
合物流企業です。80
年以上の長い歴史で
培われた、「人々の
生活に欠かせないあ
らゆるものを、あら
ゆる場所へ無事故で
お届けする想い」を

受け継ぎ、物流を通
じて地域社会と地元
経済を日々支えてい
ます。

〒812-0032 福岡市博多区石城町14-3
TEL  092-281-7651
URL https://www.jphkt.co.jp/

あらゆるものを あらゆる場所へ

会社の強み・社風

会
社
情
報

●基幹事業  港湾運送業、貨物利用運送業、貨物自動車運
送業、倉庫業、通関業等を含む総合物流業

●設　　立 1942年（昭和17年）
●資 本 金 1億2,150万円
●従業員数 241人

日本通運㍿    Westカンパニー統括部

　私たち日本通運は、
お客さまのニーズに
合わせた迅速かつ安
全で高品質な物流を
提供することを大切
にしています。物流を
通して人と企業、地域
を結び、社会の発展に

貢献できることがやり
がいであり、多くの方
に信頼されることを誇
りに行動しています。

〒812-0034 福岡市博多区下呉服町1-1 日通ビル7F
TEL  092-291-7112
URL https://www.nittsu.co.jp/

新しい、世界の流れを。

会社の強み・社風

会
社
情
報

●基幹事業  自動車輸送・鉄道利用輸送・海上輸
送・物流事業全般および関連事業

●設　　立 1937年（昭和12年）
●資 本 金 701億75,000,000円
●従業員数 34,299人

株式会社海星ムサシ

　当社は、全国的に
も珍しい、肉・魚を
合わせ持つ専門店を
運営しています。九
州から関東まで広が
る販売網。地域に合っ
た食材はもちろん、
地域にない商品を提

供できるのも強みで
す。職人の技術で、
より一層高い商品価
値を創造し続けます。

〒810-0071 福岡市中央区那の津2-1-3
TEL  092-718-7311
URL https://www.kaisei-musashi.com

店舗運営のすべてを担う店長を目指せます！

会社の強み・社風

会
社
情
報

●基幹事業  百貨店・スーパーマーケット内
の鮮魚・精肉・惣菜専門店運営

●設　　立 1994年（平成6年）
●資 本 金 48,000,000円
●従業員数 560人
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［静岡営業所］ ☎ 054-263-1641（代） FAX 054-263-1651
［名古屋支局］ ☎ 052-222-1652（代） FAX 052-222-1651
［大 阪 支 局］ ☎ 06-6886-5867（代） FAX 06-6306-5280
［広島営業所］ ☎ 082-207-1641（代） FAX 082-207-1651
［福 岡 支 局］ ☎ 092-411-2300（代） FAX 092-414-5280
［沖縄営業所］ ☎ 092-411-2300（福岡

支局） FAX 092-414-5280（福岡
支局）

高校の先生方との
連携による紙面編集就職就職
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第75号 富士岐工産株式会社

　当社は、製鉄所の
機械メンテナンスや
関連工事を手掛ける
メーカーとして誕生
し、創業以来さまざ
まな分野でのモノづ
くりを行ってきまし
た。日本の「鉄」づ

くりを支え、モノづ
くりの第一線で活躍
できることが当社で
の仕事の魅力です。

〒807-0801北九州市八幡西区本城4-8-16
TEL  093-602-8670
URL  http://www.fjk-kk.co.jp

「誠実」「安全」「品質」をモットーに

会社の強み・社風

会
社
情
報

●基幹事業  各種溶射・肉盛溶接・同溶接・
各種プラント設計・製作

●設　　立 1959年（昭和34年）
●資 本 金 9,800万円
●従業員数 430人

た学習プランを担当教職員
と立て、ネットを活用した
効率的な学習方法で進路決
定を目指す。
一方、通学生は、一週間
のうち 1 ～ 5 日間、目的
に応じて学習センターに通
学して授業を受ける。制服
着用や頭髪の色など基本的
なルールを設けており、安
心して通学したい人や落ち
着いて勉強したい人に向い
ている環境が整っている。
また、生徒は、入学する
前に「なりたい自分」とい
う題材で作文を必ず提出す
ることになっている。なり
たい自分がある生徒はその
姿を目指して学校生活を送
り、なりたい自分がその時
点ではまだない生徒はどう
したら〝なりたい〞が見つか
るのかを考えながら学校生
活を送る。
教職員は、通学生・ネッ
ト生の区別なく日々、コミ
ュニケーションを取りなが
ら生徒のサポートを行い、

勇志国際高校は、広域通
信制高校だ。その特徴を活
かし、「勇志ネット予備校」
「理数コース」「芸能コース」
「トップアスリートコース」
「社会人コース」など、将
来の夢に向かって具体的に
チャレンジできる豊富なコ
ースを設置している。
同校には、生徒が自宅で
学ぶ「ネット生」と、全国
の学習センターへ希望日数
通う「通学生」の二つの形
態がある。
ネット生は自宅学習が中
心で、いつでもどこでもイ
ンターネットを活用したオ
ンデマンド授業とネットラ
イブ授業で学習を進めてい
く。進路決定に向けて、個
人のレベルや目標に合わせ

面談や電話でのフォローも
行う。
進路指導ではオンライン
で開催する「進路講話」が
特徴の一つだ。全国に点在
する学習センターを含め進
路指導部による講話の時間
が設けられている。ひと月
に 2～ 3 回の機会があり、
「自分の適性を知ろう」「オ
ープンキャンパスに参加し
てみよう」などの講話のほ
か、「推薦入試説明会」な
どが行われている。
残念なのは、通信制だか
らというだけで、ネガティ
ブな印象を持たれることが
少なくないことだ。しかし
実際は、通信制も全日制と
同じようにそれぞれの生徒
が自分のペースで学び、夢
や目標に向かって努力して
いる。一人ひとりが個性を
尊重される進路指導に大き
な注目が集まっている。

なくないという。高校新卒
就職者としての第一歩か
ら、自分の目標や夢に向か
って挑戦できる環境が整っ
ている。
また、高校生活で培った
時間を守ることや、なすべ
きことを計画的に進める習
慣などの「基礎力」は、社
会に出る際に大きな力とな
り、職場での信頼にもつな
がっていく。部活動や学校
行事での経験を通じて学ん
だ「協力」や「チームワー
ク」の精神は、仕事の面に
活かすことができる重要な
素養だと評価する。
高校で得た経験を活か
し、積極的にチャレンジす
る姿勢を期待しているとい
う同社。周りの人と支え合
いながら成長し続ける心を
尊重しつつ、今後も多様な
個性を活かした「人財」づ
くりに注力していく。

ミネベアアクセスソリュ
ーションズ株式会社（本社・
宮崎市）の設立は昭和 37
年。宮崎県と海外 8カ国で
自動車部品を開発・製造す
るグローバル企業だ。
同社は、自動車やオート
バイに関する部品の研究・
開発から設備を構築した上
で、量産までを一貫して行
い、完成車メーカーに供給
している。社員育成の方針
として「多様な個性を活か
した〝人財〞づくり」を掲げ、
例えば「すぐに行動に移す
人」も「一つのことを徹底
的にやり遂げる人」もそれ
ぞれの才能と捉えて歓迎す
る振り幅の大きさが特色の
一つだ。
「やってみよう」という
チャレンジ精神を大切に、
仲間と切磋琢磨しながらの
成長を期待しており、一緒
に「できた」という喜びを
共有し、自分自身と会社の
未来を切り拓ける人材を育
成していく。
高校新卒者として採用し
た若手人材が現場で経験を
積み、実際に経営の重要な
ポジションに就く実例も少

通信制ならではの学習支援体制通信制ならではの学習支援体制
〝なりたい自分〞 を追求する〝なりたい自分〞 を追求する

　「国を愛し」「郷土を愛し」「人を愛する」を校訓に掲げ、目指すべき
教育の在り方、また目指す生徒像に関して、その成就に向けて取り組
んでいるのが勇志国際高等学校（熊本県天草市、今井修校長）だ。進
路指導部の廣瀬愛理教諭にお話をうかがった。

チャレンジする姿勢チャレンジする姿勢
多様な個性を活かす多様な個性を活かす

勇志国際勇志国際
高等学校高等学校

かけがえのない仲間と出会い、学かけがえのない仲間と出会い、学
校や自宅で共に学ぶことができる校や自宅で共に学ぶことができる

生徒のニーズに応じた豊富なコー生徒のニーズに応じた豊富なコー
スを設定スを設定

高機能・高品質の製品を開発し、高機能・高品質の製品を開発し、
社会の発展に貢献する社会の発展に貢献する

ミネベアアクセスミネベアアクセス
ソリューションズソリューションズ

株式会社株式会社

九州・沖縄

九州・九州・
沖縄沖縄

生徒 学習プラン
個性個性尊重の
生徒 学習プラン本位の
尊重の人財づくり
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した 18 年度と比較して
5,503 人（3.3%）減少し
たものの、順位自体は一つ
上げて世界の国・地域別で
第 7位となった。
総体的に見ると全米で日
本語教育が行われており、
特に西海岸の州（ワシント
ン・オレゴン・カリフォル
ニア）、中西部（イリノイ・
ミシガン）やニューヨーク
州、ハワイ州に日本語学習
者が多いという。さらに、
ここ数年はインターネット
等のみを利用して学ぶいわ
ゆる「自立学習者」が増え
ている。

兵庫県洲本市とハワイ州で
ホームステイを相互に受け入れ
ハワイ州と日本の中学・
高校生との交流に関するト
ピックスとして、昨年 8月
21 ～ 27 日にかけて、兵庫
県洲本市内に在住する中
学・高校生 14 人が米国ハ
ワイ州を親善訪問したこと
を紹介したい。これは、洲
本市国際交流協会（本部兵
庫・洲本市）の令和 6年度
青少年ハワイ島ホームステ
イ派遣事業として実施され
たもので、同協会の協会員
と事務局職員の計6人が帯
同した。本事業の目的はハ
ワイ島ヒロでのホームステ
イや交流活動を通して、国

多様性に富んだ教育制度
近年増加する自立学習者
アメリカ合衆国の教育制
度は、州や学校区によって
仕組みや内容が異なり、多
様性に富んだ独自のカリキ
ュラムが導入されている。
主流とされる「5-3-4 制」
「4-4-4 制」のほか、「6-3-3
制」「6-2-4 制」「8-4 制」「6-6
制」などがある。
国際交流基金（本部東京・
新宿区）が 2023 年 3 月 31
日に公表した『2021 年度 
海外日本語教育機関調査報
告書』によると、21 年度
時点におけるアメリカの日
本 語 学 習 者 数 は 16 万
1,402 人。前回調査を実施

際友好親善と国際感覚を養
うこと等だ。海外へ行くこ
とが初めての生徒もおり、
大変貴重な経験となったよ
うだ。
また、本年 10 月には、
洲本市国際交流協会がハワ
イ州ハワイ郡から学生を含
む訪問団を受け入れる予定
だ。その際、洲本市内在住
の中学・高校生がいる家庭
がホストファミリーとし
て、ハワイ郡の学生と異文
化交流を図る令和7年度ハ
ワイ島訪問団受入事業が企
画されている。この事業で
は、淡路島での日常生活の
体験からハワイ郡の学生の
国際感覚を養うと共に、洲
本市の学生が彼らとの交流
を通して国際コミュニケー
ション能力を育み、交流の
架け橋となる若者を育成す
ることを目的としている。
詳しくは、洲本市国際交流
協会の公式ウェブサイトを
確認して欲しい。

ホノルルフェスティバル内
日本留学イベントが活況
進路情報研究センター・
ライセンスアカデミー（本
社東京・新宿区）は米国・
ハワイ現地時間の 3月 8・
9 日、ハワイコンベンショ
ンセンターで「日本留学フ
ェア in ハワイ」を開催し
た。会場のハワイコンベン
ションセンターでは、3月
7 ～ 9 日の会期中に第 29
回となる「ホノルルフェス
ティバル」が開催され、招
待制の 7日を除く 8・9 日
の二日間で約2万人が来場
した。
イベント会場内では、食、
伝統工芸品、アニメーショ
ン、教育といった多岐にわ
たるジャンルのブースが数
多く出展された。また、日
本から参加した大学生の部
活動・サークル団体による
合気道・ダンス・フラ・チ
ア・バトン・日本舞踊など
のパフォーマンスステージ
や著名アーティストによる
ライブ披露など、日本の伝
統文化から最新トレンドま
でを一度に楽しむことので
きる機会となった。
ラ社の「日本留学フェア 

in ハワイ」は、ホノルル
フェスティバル内で専門学
校や日本語学校等がブース
を構え、来場者が自由に説
明を受ける方式で進行。ブ
ースには、二日間合わせて
約 200 人もの参加者が訪
れた。各ブースでは日本語
の授業をはじめ、日本での
生活や学費、入試に関する
質問が多く寄せられた。
ある日本語学校のブース
では、オリジナル缶バッジ
づくりを体験できるスペー
スを設け、ハワイ現地に在
住する来場者とコミュニケ
ーションを図った。これは、
缶バッジマシンを使って、
参加者が自分自身で文字や
絵を描いた折り紙から、オ
リジナル缶バッジをつくる
というものだ。缶バッジづ
くりを体験した参加者は子
どもやその保護者、若者な
どが多く、特に「漢字を書
いてみたい」という要望が
多かったという。
その具体的な手順とし
て、まず体験者が「dog」
「cat」「butterfly」といっ
た好きな英単語を挙げた
後、ブースの担当者が「犬」
「猫」「蝶々」「忍」「夢」「海」
など、それぞれ対応する漢
字を示した。そして、体験

者が悪戦苦闘しながら好き
な漢字をオリジナルのデザ
インに仕上げ、最後はブー
スの担当者が、体験者によ
ってデザインがなされた折
り紙をマシンでオリジナル
缶バッジとして成形した。
ハワイ現地に在住する英語
話者にとっては、この缶バ
ッジづくりが自分で見本を
参照しながら漢字を書くと
いう異文化体験にもつなが
ったようだ。また、日本語
のアニメソングを歌った
り、身体を使ってジェスチ
ャーで表現したりすること
で、会話が盛り上がること
もあったという。
さらに、ラ社は各ブース
を訪れた参加者を中心に、
日本語・英語の 2カ国語に
よる対訳形式のインタビュ
ー記事を含む英字新聞の
『進路新聞・ハワイ版』第
17 号を配布。ラ社の特派員
が〝Japanese newspaper〞
〝About Education〞と声
かけをしながら配布する
と、来場者が自ら受け取り
に訪れるほど、好評だった。
ラ社は今夏の 8 月 30・
31 日、そして来年 2026 年
3 月 7・8 日にも「日本留
学フェア in ハワイ」を開
催予定だ。

オリジナル缶バッジづくりをオリジナル缶バッジづくりを
体験するフェア来場者体験するフェア来場者

ハワイ現地で日本の伝統文化やポップカルチャーを紹介ハワイ現地で日本の伝統文化やポップカルチャーを紹介

＊ 外務省・文部科学省の発表資料などをもとに編集部で作成。いずれも複数存在する学校系統・ルートの中から
代表的なものを抜粋しているため、修業年限や接続の仕方など、これによらないものもある。また、所定の学校
卒業・修了、指定単位の修得等を基礎資格として実現する他の学校等への編入学については基本的に割愛。な
お、海外諸国・地域に関しては、現地の制度変更等により、ここに示す情報と最新の状況が異なる可能性がある

日本・アメリカ合衆国の学校教育制度（概略）

小学校
（6年間）

4年制ハイスクール

短期大学

（コミュニティカレッジ、）テクニカルカレッジ、
ジュニアカレッジ

ミドルスクール

下級ハイスクール 上級ハイスクール
大学（4～5年間）

1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3 1 2 3 4 5 6

初等教育

小学校
（6年間）

中学校
（3年間）

高等学校
（3年間）

大学（4～6年間）

短期大学
（2～3年間）

日　本

アメリカ合衆国

6 107 11 138 12 149 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
（歳）

中等教育

専門学校
（1～4年間）

年齢

学年

学年

初等中等教育

上級・下級併設ハイスクール

イベント来場者が日本留学を考える一助となることを目指すイベント来場者が日本留学を考える一助となることを目指す

ホノルルフェスティバル内で
日本留学フェア in ハワイを開催！

アメリカ合衆国の教育トピックスアメリカ合衆国の教育トピックス

　フラダンスやウクレレをはじめ、天体観測に好適な場所として各
国の研究機関等による天文台が設営されているマウナケア山など、
豊かな自然や文化資源を誇るのがアメリカ合衆国のハワイ州だ。日
本では海外旅行先として高い人気を誇っている。本稿では、ハワイ州
と兵庫県洲本市内に在住する中学・高校生との相互交流の取り組み
や、現地時間3月8・9日に開催された「ホノルルフェスティバル」内
の「日本留学フェア in ハワイ」の様子をリポートする。

ハワイハワイ×日本日本 親睦を深める多彩なイベント 親睦を深める多彩なイベント
vol.9
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大好評の「ホノルルフェスティバル」
異文化体験が留学を考えるきっかけに


